産業廃棄物処理業「収集・運搬及び積替え・保管職種/積替え・保管職務」


【概要】
収集した廃棄物を搬入先に効率的に運搬するため、廃棄物の種類ごと、搬入する施設ごとに分類し、安全に積替え、保管を行う職務。

【仕事の内容】

小・中型車量等で収集した廃棄物を、運搬効率向上のため積替え・保管施設において大型の車両に積替えるとともに有価物等を選別する仕事である。実務者においては、廃棄物処理法や取り扱う廃棄物の性状等に関する深い知識が求められる。

【求められる知識・経験】

（１）廃棄物の積替え・保管を行うに際しての、積替え・保管基準を理解していることが必要である。
（２）廃棄物を取り扱うにあたり、廃棄物の特性や危険性に関する知識が必要である。
（３）実際の保管にあたり、顧客ごと、廃棄物ごとに廃棄物を分別できる知識が必要となる。

（４）廃棄物を周辺に、飛散、流出させないための防止技術、方策に関する知識が必要となる。

（５）廃棄物処理法における廃棄物の定義、業の許可、適正処理、排出者責任等の知識が求められる。
【関連する資格・検定等】

・危険物取扱者甲種［国家資格：総務省、実施機関：(財)消防試験研究センター］

・危険物取扱者乙種［国家資格：総務省、実施機関：(財)消防試験研究センター］

【平成１１年改定・労働省職業分類（小分類）との対応】

　479　その他の自動車運転の職業（479-10 危険物取扱者）

　801　清掃員（801-21 廃棄物処理作業員） 


